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行動計量における予測推定及び情報量規準

の研究に向けて 

小笠原 春彦

最初に日頃のご無礼のお詫びを兼ねて最近の

身辺状況のご報告をさせていただきます．2014

年度末に小樽商科大学を定年退職し，そのまま再

雇用を受け特任教授として任期満了の 2016 年度

末まで勤めました．その後，同大学の客員研究員

として引き続き仕事をしております． 

同大学に採用されたのは 1995 年でした．その

頃の定年は現在も同じで，計算したところ 20 年

くらい勤められると思ったことを憶えております．

その後，2 年間の延長が再雇用として行われまし

た．これは全く予想しておりませんでしたが，後

知恵で考えれば雇用延長の傾向は人口構造からみ

れば予測できたことだったかもしれません． 

さて，客員研究員の研究テーマとしてタイトル

のようなものを掲げております．ここで，予測推

定というのは回帰式で未来を予測するというよう

な通常の意味での統計的予測とはやや異なってい

ます．予測推定量というのは，国立研究開発法人 

農業・食品産業技術総合研究機構の中央農業研究

センターの竹澤邦夫氏（http://cse.naro.affrc.go.j

p/takezawa/index2.html）が数年前から多数の論

文で発表し続けている比較的新しいものです． 

私は 2014 年ころから予測推定の研究を始めま

した．予測推定量というのはわかりやすく言えば

予測の観点から最尤推定量を最適に調整したもの

です．尤度によらないで最小自乗等により定義す

ることもできます．尤度にはデータとパラメータ

が含まれます．最尤推定量は現在のデータのみを

利用してこれに尤も適合する推定量を構成するも

のです．一方，予測の観点からはデータに現在の

データとは独立な未来のデータを想定し，これを

用いて推定量を構成することが考えられます．こ

れが予測推定量です．しかし，未来のデータ等は

通常は存在しません．そこで，未来のデータを含

む対数尤度を未来のデータの分布（現在のデータ

の分布に同じ）に関して期待値を取ります．現在

のデータのみによる最尤推定量にチューニングパ

ラメータを付加させ上記の期待値を用いた対数尤

度を最大化すると最尤推定量とはやや異なる予測

推定量が得られます． 

最も簡単なもののひとつは変量の母集団平均

についてであります．これは最小自乗で未来のデ

ータを含ませた場合に帰着しますが，母集団平均

との差の自乗の平均（期待最小自乗誤差）を最小

化する推定量に一致します．これは初等的に得ら

れ既知のもので（たとえばGruber, 1998, Section 

1.6），標本平均/(1+母集団変動係数の自乗/n)で表

されます．ここで母集団変動係数の自乗は母集団

分散/母集団平均の自乗で，nはサンプルサイズで

す．すなわちnに応じて標本平均よりも絶対値が

小さくなる縮小推定量になります． 

このようなものは古くからあり，交差検証規準

(cross validation criterion)においてそれを最小化

する平均の交差検証推定量(Stone, 1974)は上記

の標本版と一致します．上記の母集団変動係数は

一般に未知なので交差検証推定量はこれを標本値

で置き換えることのひとつの根拠を与えています．

Geiser (1975, 1993)の the predictive sample 

http://cse.naro.affrc.go.jp/takezawa/index2.html
http://cse.naro.affrc.go.jp/takezawa/index2.html
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reuse methodも類似のものです． 

さらにこれは竹澤氏も言っていることですが

赤池情報量規準 (AIC) は予測推定量であるとも

いえます．これは未来のデータと最尤推定量を導

く現在のデータによる乖離 (Kullback-Leibler の

距離で表します) としてのリスクの推定量に負の

対数尤度を採ると平均的に小さめになってしまう

のでバイアスを漸近的に修正したものが AIC だ

からです． 

AIC の導出の動機の一つが行動計量の世界で

生まれた因子分析であったと聞いています．AIC

は 1973 年の赤池論文によって生み出されたもの

ですが，私も1970年代と1980年代にユーザーと

して関心を持ちましたが，研究の対象として扱う

ようになったのは最近です．日本人が活躍してい

る分野でもあり，後塵を拝しつつ遅ればせながら

運 よ く い く つ か 成 果 が 得 ら れ ま し た

（http://www.geocities.jp/hogasa07/）．その中で

Ogasawara (2016)では因子分析を扱いましたが，

モデル選択においてこの分野で多用される

RMSEAを大きく上回る結果が得られ，自分でも

驚きました． 

AICはすぐに世界に広まりましたが，それには

モデル選択の規準としての卓越性だけでなく，簡

潔な表現による実用性も大きな要素と考えます．

しかし，多くの場合は新しい分野は理解されるの

に努力と時間が必要です．今後もこのような分野

で微力ながら研究に取り組んでゆきたいと思いま

す． 

小笠原 春彦 

（おがさわら・はるひこ） 

小樽商科大学客員研究員・名

誉教授 

東京大学教育学部教育心理学科

卒業，博士（学術，東京工業大学，

1992），博士（教育情報学，東北

大学，2014），日本国有鉄道，財

団法人鉄道総合技術研究所を経

て 1995 年小樽商科大学教授，2017 年同客員研究員・名誉教

授，1994年よりBehaviormetrika編集委員，1991年本学会

優秀賞，2015年同林知己夫賞（功績賞）各受賞． 

 

 

 

2017年度統計関連学会連合大会のお知らせ

（第四報） 

 

運営委員長 川崎 能典（統計数理研究所）  

実行委員長 白石 高章（南山大学）  

プログラム委員長 谷﨑 久志（大阪大学） 
 

 2017年度統計関連学会連合大会のお知らせ(第

四報)が8月8日付で公開されました．第四報では，

今年度の連合大会について，チュートリアルセッ

ション，市民講演会，企画セッション，コンペテ

ィションセッション，会場，懇親会などの情報が

簡潔にまとめられています． 

 懇親会に関しては，仮に事前申込で予定数に達

した場合オンサイトでの受付は行いませんので，

ご了承ください．システム上選択ができなくなっ

ていれば，予定数に達しています．収容人数に余

裕がある場合に限り，9月3日に（残数があれば

4日にも）南山大学S棟において懇親会の参加申

込を受け付けます． 

 

 詳細は，連合大会のウェブページ 

http://www.jfssa.jp/taikai/2017/ 

をご覧ください． 

 

 

運営委員会より 

 

第19回春の合宿セミナー開催報告 

第19回春の合宿セミナー実行委員長 

横山 暁（青山学院大学） 

 

  平成29年2月26日～28日の3日間，埼玉県熊谷市

にある四季の湯温泉 ホテル・ヘリテイジリゾートに

て第19回春の合宿セミナーを開催いたしました． 

  昨年に引き続き2泊3日の合宿形式での開催とし，

小杉考司先生による「今日から始めるベイジアンモ

デリング」と柳貴久男先生による「Pythonを用いた

統計解析入門」2つのコースを設定いたしました． 

 民間の宿泊施設を利用したため宿泊費が昨年度と

比較して高くなってしまったこと，埼玉での開催に

もかかわらず完全合宿形式としたことなどから実行

委員会としては受講者がどれほど集まるか心配をし

ておりましたが，当初の定員を超える2コース合わせ

http://www.geocities.jp/hogasa07/
http://www.jfssa.jp/taikai/2017/
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て64名の受講者が集まり，寝食を共にして学びの 

時間を過ごしました． 

 どちらのコースも実習を行いながら基礎から学べ

る内容であり，受講者にはおおむね満足いただけた

のではないかと思っております．ご尽力いただきま

した講師の先生方には心より御礼申し上げます． 

 

------------------------------------------------------------------------ 

春の合宿セミナーに参加して 

同志社大学大学院 文化情報学研究科 修士課程 

山岸 勇輝 

 

第19回春の合宿セミナーがホテルヘリテイジに

て行われ，山口大学の小杉孝司先生が講師をされた

「今日から始めるベイジアンモデリング」のコース

に参加しました．このコースは，Rstanを用いてベイ

ジアン分析を実践する座学と演習を兼ねた講義でし

た． 

私は，今回のコースにてベイズ統計やRstanに初め

て触れましたが，合宿最終日には状態空間モデルや

階層線形モデルを実装できるまでになりました．小

杉先生の講義は，実用的な利用ができるようにと，

コードだけでなく実データの利用例や手法のイメー

ジが豊富であり，初学者の私でも十分に理解するこ

とができました． 

また講義以外でも企業の方や研究者の方との交流

が印象的でした．懇親会では現場での手法の利用例

を教えて頂き，一つの分野だけでなく様々な分野を

学ぶ重要性を感じました．さらに，滝に臨む露天風

呂に入りながら，ふとした折にお話し頂いた研究や

学習の方向性は大変に感慨深いものでした． 

4月からの環境の変化を目前に，セミナーでの学び

や交流を経て意気軒昂としました．セミナーを企

画・実施してくださった主催者や関係者の皆様，及

び，講師の先生方，本当にありがとうございました．

次回のセミナーも是非参加させて頂きたいと存じま

す． 

 

 

 

 

 

 

 

 

大会担当委員会より 

 

大会担当委員会委員長 松本 渉（関西大学） 

 

第46回大会開催地決定 

本年度第2回理事会（7月5日水曜日開催）に

て，2018年度に開催される予定の第46回大会の

概要について承認を得られましたので，ここにお

知らせいたします． 

来年度の大会は，慶應義塾大学三田キャンパス

にて，星野崇宏会員（慶應義塾大学経済学部）を

実行委員長として開催される予定です． 

正確な日程は未定ですが，今年度同様，8月～9

月の時期を予定しています． 

 

展示スペースのカタログ展示 

 各大会では，広告・出展の形での協賛を受け付

けております．以前より， 

 大会Webページでのバナー広告 

 プログラム冊子・抄録集への広告 

 展示スペースへのブース出展 

 カンファレンスバッグへのカタログ挿入 

 ノベルティーグッズのご提供 

といった5種類の協賛を受け付けておりましたが，

2016年度の第44大会（札幌学院大学）からは， 

 

 展示スペースのカタログ展示（カタログ，パ

ンフレットなど1点につき20,000円） 

 

を受け付けております． 

 さらに，第 45 回大会では，この「展示スペー

スのカタログ展示」については，他の種別の協賛

で30,000円以上ご協賛いただける場合は，1点ま

で無料（管理なし）というサービスもつけました． 

 また以前から受け付けていた「カンファレンス

バッグへのカタログ挿入」についても，アイテム

を追加する場合は，1点につき10,000円で追加で

きるように大口の協賛を頂いた方がお得な料金体

系となっています． 
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【シリーズ海外レポート⑲】 

 

思い出に残る海外での仕事 
 

江口 幸治（埼玉大学） 

 

○国際会議での初報告 

 海外レポート執筆の依頼を受けましたが，学内の

仕事の関係で，最近は海外での活動をほとんど行っ

ておらず，新しい話題が何もないと答えたところ，

過去の話題でもよろしいとのことだったので，タテ

をヨコにすれば良いものではないと経験した 2 つの

エピソードを紹介したいと思います． 

 私の専門は民法学です．特に農地の所有権と利用

権と担保権の権利調節の問題について研究していま

す．日本の農地制度や土地所有を許される農業生産

法人に関する研究が主であるため，他国の制度を研

究したり，他国で調査したりする機会はほとんどあ

りませんでした． 

 しかし，大学の先輩から国際家族法学会

(International Society of Family Law)への入会を

求められ，自分の専門と異なるため悩みましたが，

日本の農業経営は家族が中心であるため，何か参考

になることもあるかもしれないと思い，入会するこ

とにしました．結局，海外での学会報告デビューは，

ユタ州の Salt Lake City にある Brigham Young 

Universityで行われた家族法学会の国際会議で果た

されることとなったのでした．そもそも私の研究対

象は家族法ではなく，財産法でしたが（1000条を超

える条文数の民法は財産法と家族法に大きく分かれ

ます），その年の会議では，比較的自由な内容で報告

が出来るComplex Family Problems in Different 

Countries というセッションがあったため，思い切

って報告することにしたのです．報告テーマは，

Legal Problems of Family Management 

Agreement （家族経営協定の諸問題）にしました．

農業を家族で経営する場合の問題のひとつに，世帯

員（特に後継者の妻）の権利義務関係が明確でない

ため，後継者と婚姻する者（特に女性）が少なく，

農業経営の持続可能性を妨げる要因ともなっている

ことがあげられます．そこで第三者（行政）が立会

人となって協定を締結することで，婚姻して家族の

一員になった後，自分はどのような仕事をするのか，

休日はあるか，給料はいくらもらえるのか，といっ

た就業条件を明確にするものが家族経営協定なので

す．夫婦間で契約を結べば良いと考える方もいます

が，民法上，夫婦間の契約はいつでも取り消すこと

が出来てしまうのです．報告では，この協定の実効

性も含めて，いくつかの問題をあげて検討するとい

うものでした．私は報告に対する質問に適格に答え

られるかという点が一番不安だったので，予想問答

集を用意して望みましたが，実際に出された質問は

全くの想定外でした．私の報告の内容（法的な問題

等）についての質問は全くなく，日本農業に関する

質問がなされました．私の報告テーマの内容以前に

日本農業について，他国のしかも家族法の研究者は

ほとんど知らなかったためです．それまで海外での

報告経験が全くなかった私は，日本で行っている学

会の報告内容を単純に英語で話せば良いわけではな

いと思い知らされたのです． 

英語が下手なので身振り手振りで 

報告の翌日，Salt Lake 

に 
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○タイ東北部の円借款事業評価 

 私は土地制度について研究していますが，主に農

地の問題を扱っているためか，農業の研究者と勘違

いされてしまいます．おそらく，学部長から依頼さ

れた「社会環境分析に基づくタイ東北部の複数の円

借款事業インパクト評価」（Impact evaluation on 

ODA loan projects in the Northeastern Thailand 

based on socio-economic environment analysis）の

プロジェクトへの参加も，それが原因ではないかと

思っています． 

 私が担当したのは，国際協力銀行(Japan Bank for 

International Cooperation）が実施したウボンラチ

ャターニ（Ubon Ratchathani）にある６つの灌漑施

設修理事業のインパクト評価でした．灌漑施設とい

ってもウボンラチャターニは，タイ東北部の田舎に

あり，大規模水源施設の恩恵を受けることはないた

め，多数の小規模灌漑施設の設置によって農業生産

の増加や農業経営の安定等を図ろうとする計画で事

業が展開されていました．私の役割は，現場に行っ

て，灌漑用水路を視察するとともに，農業生産の状

況や農家の人々にアンケート調査を行うなどして，

円借款事業がどれだけの効果を生んでいるかをまと

めることでした． 

 最初は，もともとアジア諸国に関心がなく，調査

内容も法律学とほとんど関係がなかったことから，

モチベーションがとても低かったのですが，足かけ

3年に及ぶ調査に加わって，法学者は余り利用する

ことのない多変量解析を含む様々な分析手法など，

多くのことを学ぶことができました．何よりも，現

地でのアンケート調査は大変苦労しましたが，とて

も印象に残るものでした．実際のアンケート調査に

関しては，チュラーロンコーン大学（Chulalongkorn 

University）のスタッフや大学院生に協力を得まし

た．最初に私が英文でアンケートを作成し，それを

タイ語に訳してもらい，現地のバンノンスワン村（

Ban Non Swan village）やバンドンクラチュ村（

Ban Dong Krachu village）の農民の方々と対話し

ながら実施するという形です．しかし，日本語から

英語を経由してタイ語にし，それをタイの学生が口

頭で農民に聞く方法では農民に質問の意図が充分に

伝わらず，逆に色々と質問されることとなり，とて

も効率の悪い結果となりました．その原因は，単に

言葉の問題だけではなく，私がタイの農業について

充分な理解をしていないことや，タイ王国の文化や

習慣，などを充分に把握していない結果であったと

深く反省しました． 

 それにしても，タイの人々はとても親切で心優し

く，アンケート作業がうまく行かなくて落ち込んで

いる私をずっと励まし続けてくれたウボン県の職員

の方やアンケートを終え，疲れ果てていた私を見る

に見かねてなのか，自分の育てた作物をもらって欲

しいと自宅まで招いて芋をくださったおじいさんの

ことは一生忘れません． 

江口幸治（えぐち・こうじ） 

埼玉大学大学院人文社会科

学研究科准教授 

日本大学大学院法学研究科博士後期

課程中途退学．2007年より現職．埼

玉大学社会調査研究センター兼任教

員．2015年より当学会広報委員． 

 水牛に見守られながらの調査 

アンケートのお礼に埼玉大学のペンをプレゼント 
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理事会議事録 

日本行動計量学会 2017年度第 1回理事会議事録 

 

日時：2017年 5月 10日（水）18:00～20:30 

場所：大学入試センター3階視聴覚室 

 

議事進行：繁桝算男理事長 

出席者： 朝野煕彦，稲水伸行，岩崎学，植野真臣，

大森拓哉，岡太彬訓，尾崎幸謙， 

 菊地賢一，椎名久美子，繁桝算男， 

中山厚穂，朴堯星，橋本貴充(書記)， 

 林文，星野崇宏，森裕一，山岡和枝， 

吉野諒三  (18名)，委任状 10名 

陪席者：西川浩昭（第 45回大会実行委員長） 

 

資料 

1. 2016年度第 5回理事会議事録案 

2. 第 45回大会について 

3. 2016年度総会議事次第 

4. 学会ロゴ 

5. 欧文誌編集委員会資料 

6. 広報委員会資料 

7. 統計関連学会連合 統計家の行動基準 

8. 公認心理師についての要望書 

9. 科研費審査結果 

10. 和文誌編集委員会資料 

11. 運営委員会資料 

 

議事 

議事に先立ち，委任を含めて，定足数を満たし

ていることが確認された． 

 

1. 議事録確認 

資料 1にもとづき，2016年度第 5回理事会の

議事録が承認された． 

2. 第 45回大会 

西川大会実行委員長より，資料 2にもとづき，

シンポジウム，特別セッション，ラウンドテー

ブルディスカッション，チュートリアルセミナ

ー，大会日程について報告があった． 

3. 総会準備 

菊地事務局長より，資料 3にもとづき，総会

の予定が提示され，承認された． 

4. 学会ロゴ 

学会の新しいデザイン案が 5つ示された（資

料 4）．今後，1 ヶ月程度の期間を設け，会員

による Web投票を行い，その意見分布を参考に

しながら，次回理事会で新しい学会のロゴを決

定することとした．投票のための URLは，6月

1日発行の会報に同封することとした． 

5. 各委員会報告 

・学会誌編集委員会 

星野和文誌編集委員長より，資料 10 にもと

づき，第 44巻 1号と 2号について，および投

稿状況と審査状況について報告された．賛助会

員の構成員が著者であっても，個人の会員を著

者に含まない論文は，和文誌に投稿できないこ

とが確認された．同委員長より，賛助会員は，

これまでに大会発表を行った事例があり，本年

度の大会でも発表を行う予定となっているこ

とと整合性がないという問題提起があった．こ

れに関連して，欧文誌は，会員でなくても投稿

できることが指摘され，大会発表，和文誌投稿，

欧文誌投稿の資格の不整合が明らかとなった．

これらを整理して，学会としてどのような方針

とするかを，それぞれの立場で検討し，次回の

理事会でもう一度議論することした． 

植野欧文誌編集委員長より，資料 5にもとづ

き，現在の審査状況が報告された．欧文誌の目

次については，1 号発行されるごとに，題目一

覧を広報委員会から会員に告知することとな

った．また，欧文誌の目次を和文誌に掲載する

ことを，和文誌編集委員会で検討することとな

った． 

・運営委員会 

大森委員長より，資料 11にもとづき，第 19

回春の合宿セミナー，平成29年度の研究部会，

第 45 回大会の大会チュートリアルセミナーに

ついて報告された．平成 29 年度の研究部会の

うち，新規の申請 1件については，申請に不備

があり，不採択とされた． 

・広報委員会 

中山委員長より，資料 6にもとづき，通常ど

おり業務が行われていること，会報第 153号は

岩坪秀一名誉会員の巻頭言で，6 月上旬発行予

定であることが報告された． 

・組織検討委員会 

林委員長より，会則第 8 条にある，(1)機関

紙の配布を受けること，(2)機関紙に投稿する

ことという会員の特典について，実態に合わせ
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た改正案を検討中であることが報告された．こ

の件は，和文誌編集委員会からの問題提起とも

関連し，次回の理事会で議論することとした． 

・大会担当委員会 

尾崎副委員長より，第 45 回大会の Web ペー

ジの英語版を掲載したこと，ラウンドテーブル

ディスカッションとポスター発表も 1ページの

抄録を作ることにしたことが報告された．また，

第 46 回大会の開催校については，次回の理事

会で提案予定であることが報告された． 

・資料アーカイブス委員会 

吉野委員長より，社会調査ハンドブックの新

装版が発行されたことが報告された． 

・柳井レクチャー委員会 

岩崎委員長より，今年度は岩坪秀一名誉会員

を講演者とすることが提案され，承認された． 

・統計関連学会連合 

岡太担当理事より，統計関連学会連合の理事

長が交代したことが報告された．統計関連学会

連合が発行する新しい英文誌について，

Associate Editorを 1名推薦できる権利と，事

業委員を 1名推薦できる権利 (兼任可) がある

こと，および 2年間は当面無料で閲覧が可能で

あることが報告され，了知された．Associate 

Editorおよび事業委員は，次回の理事会までに

人選を行うこととした． 

資料 7にもとづき，統計関連学会連合から出

される統計家の行動基準について，報告された．

利益相反による弊害の予防の項目について，日

本行動計量学会としては，利益相反になった場

合に限定する表現に改めるよう要望すること

とした． 

・事務局 

回覧資料にもとづき，入退会と会員種別変更

が承認された． 

6. その他 

繁桝理事長より，資料 8にもとづき，公認心

理師についての要望を，学会としてではなく，

理事長個人として提出したことが報告された． 

菊地事務局長より，資料 9にもとづき，科研

費の国際情報発信強化(B)への応募の結果，不

採択となったことが報告された． 

次回の理事会は，平成 29 年 7 月下旬に大学

入試センターにて開催される予定である． 

 

以上 

学会協賛イベントについて 

     事務局長 菊地 賢一（東邦大学） 

承認日 協賛イベント 開催年月日 

2017年 

8月 4日 

第20回情報論的学習

理論ワークショップ 

(IBIS2017) 

2017年 

11 月 8 日

-11日 

2017年 

7月 25日 

人文科学とコンピュ

ータシンポジウム

「 じ ん も ん こ ん

2017」 

2017年 

12 月 9 日

-10日 

2017年 

7月 7日 

Joint 10th 

International 

Conference on Soft 

Computing and 

Intelligent Systems 

and 19th 

International 

Symposium on 

Advanced 

Intelligent Systems 

2018年 

12月 5日-8

日 

（2017 年5 月13日～2017 年8 月10日承認のも

の） 

 

 

関連学会等カレンダー 

＜学協会大会・定例シンポジウム等＞ 

（開催日順に掲載） 

＊最新情報については各学会のホームページ等で

ご確認下さい． 

 

☆2017年度統計関連学会連合大会  

開催日：2017年9月3日（日）～ 6日（水） 

開催場所：南山大学名古屋キャンパス 

http://www.jfssa.jp/taikai/2017/ 

 

☆第 26回日本パーソナリティ心理学会 

開催日：2017年9月7日（木）・8日（金） 

開催場所：東北文教大学 

http://conference.wdc-jp.com/jspp/26/ 

 

 

http://www.jfssa.jp/taikai/2017/
http://conference.wdc-jp.com/jspp/26/
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☆日本マーケティング・リサーチ協会主催シンポ

ジウム「米大統領選の予測はなぜ外れたか―調

査・統計・データサイエンスの実力を検証する―」 

開催日：2017 年9 月8 日（金） 

開催場所：日比谷図書文化館コンベンションホー

ル 

http://www.jmra-net.or.jp/seminar/detail.php?d

ocument_id=3797 

 

☆第 27回日本家族社会学会大会 

開催日：2017年9月9日（土）・10日（日） 

開催場所：京都大学吉田キャンパス 

http://www.wdc-jp.com/jsfs/conf/2017/ 

 

☆第 19回日本感性工学会大会 

（日本行動計量学会協賛） 

開催日 ：2017年9月11日（月）～13日（水）   

開催場所：筑波大学東京キャンパス  

http://www.jske.org/taikai/jske19/ 

 

☆第 33 回ファジィシステムシンポジウム / 

FSS2017 

（日本行動計量学会協賛） 

開催日：2017年9月13日（水）～9月15日（金） 

開催場所：山形大学米沢キャンパス 

http://fss2017.j-soft.org/ 

 

☆第 40回社会言語科学会研究大会 

開催日：2017年9月16日（土）・17日（日） 

開催場所：関西大学千里山キャンパス 

http://www.jass.ne.jp/another/?page_id=2 

 

☆第 64回数理社会学会大会 

開催日：2017年9月17日（日）・18日（月・祝） 

開催場所：札幌学院大学第１キャンパス 

http://www.jams-sociology.org/ 

 

☆日本政治学会 2017年度総会・研究大会 

開催日：2017年9月23日（土）・24日（日） 

開催場所：法政大学市ヶ谷キャンパス 

http://www.jpsa-web.org/2016/10/2017-1.html 

 

 

 

☆計量国語学会第 61回大会  

開催日：2017年9月30日（土） 

開催場所：武蔵大学江古田キャンパス 

http://www.math-ling.org/ 

 

☆第 31回日本音声学会全国大会 

開催日：2017年9月30日（土）・10月1日（日） 

開催場所：東京大学本郷キャンパス 

http://www.psj.gr.jp/jpn/annual-convention/31st

_2017 

 

☆日本グループ・ダイナミックス学会第 64 回大

会 

開催日：2017年9月30日（土）・10月1日（日） 

開催場所：東京大学本郷キャンパス 

http://www-socpsy.l.u-tokyo.ac.jp/~jgda2017/ 

 

☆日本教育心理学会第 59回総会  

開催日：2017年10月7日（土）～9日（月・祝） 

開催場所：名古屋国際会議場 

https://confit.atlas.jp/guide/event/edupsych2017

/top 

 

☆日本国際政治学会 2017年度研究大会 

開催日：2017年10月27日（金）～29日（日） 

開催場所：神戸国際会議場 

http://jair.or.jp/ 

 

☆第 58回日本社会心理学会 

開催日：2017年10月28日（土）・ 29日（日） 

開催場所：広島大学東広島キャンパス 

http://socialpsychology.jp/conf2017/ 

 

☆ANPOR Annual Conference 2017 

開催日：2017年11月1日（水）～4日（土） 

開催場所：Crowne Plaza Shanghai, CHINA 

http://yuqing.sjtu.edu.cn/anporshanghai2017/in

dex.htm 

 

☆第 90回日本社会学会大会  

開催日：2017年11月4日（土）・5日（日） 

開催場所：東京大学本郷キャンパス 

http://www.gakkai.ne.jp/jss/2017/11/04000000.p

hp#more 

http://www.jmra-net.or.jp/seminar/detail.php?document_id=3797
http://www.jmra-net.or.jp/seminar/detail.php?document_id=3797
http://www.wdc-jp.com/jsfs/conf/2017/
http://www.jske.org/taikai/jske19/
http://fss2017.j-soft.org/
http://www.jass.ne.jp/another/?page_id=2
http://www.jams-sociology.org/
http://www.jpsa-web.org/2016/10/2017-1.html
http://www.math-ling.org/
http://www.psj.gr.jp/jpn/annual-convention/31st_2017
http://www.psj.gr.jp/jpn/annual-convention/31st_2017
http://www-socpsy.l.u-tokyo.ac.jp/~jgda2017/
https://confit.atlas.jp/guide/event/edupsych2017/top
https://confit.atlas.jp/guide/event/edupsych2017/top
http://jair.or.jp/
http://socialpsychology.jp/conf2017/
http://yuqing.sjtu.edu.cn/anporshanghai2017/index.htm
http://yuqing.sjtu.edu.cn/anporshanghai2017/index.htm
http://www.gakkai.ne.jp/jss/2017/11/04000000.php#more
http://www.gakkai.ne.jp/jss/2017/11/04000000.php#more
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☆第 20 回情報論的学習理論ワークショップ 

(IBIS2017) 

同時開催：第 31 回情報論的学習理論と機械学習

(IBISML)研究会 

開催日：2017年11月8日（水）～11日（土） 

開催場所：東京大学本郷キャンパス 

http://ibisml.org/ibis2017/ 

 

☆第 60回自動制御連合講演会 

（日本行動計量学会協催） 

開催日：2017年11月10日（金）～12日（日） 

開催場所：電気通信大学 

http://www.sice.or.jp/rengo60/ 

 

☆日本語学会 2017年度秋季大会  

開催日：2017年11月11日（土）・12日（日）    

開催場所：金沢大学角間キャンパス 

https://www.jpling.gr.jp/taikai/2017b/ 

 

☆日本計算機統計学会第 31回シンポジウム  

開催日：2017年11月15日（水）～17日（金）  

開催場所：和歌山県立医科大学 

http://jscs.jp/ 

 

☆システム・情報部門学術講演会 2017(SSI2017) 

開催日：2017年11月25日（土）～27日（月） 

開催場所：静岡大学浜松キャンパス 

http://www.sice.or.jp/org/SSI2017/ 

 

☆QOL/PRO研究会 第 5回学術集会 

開催日：2017年12月2日（土） 

開催場所：岡山会場予定 

http://qol_pro.umin.jp/syukai.html 

 

☆日本マーケティング・サイエンス学会第 102回

研究大会  

開催日：2017年12月2日（土）・3日（日） 

開催場所：電通本社ビル 

http://www.jims.gr.jp/index.php 

 

 

 

 

☆The 10th International Conference of the 

ERCIM WG on Computational and 

Methodological Statistics (ERCIM 2017) 

開催日：2017年12月16日（土）～18（月） 

開催場所：Senate House, University of London, 

UK. 

http://cmstatistics.org/CMStatistics2017/ 

 

☆第 28回日本疫学会学術総会 

開催日：2018年2月1日（木）～3日（土） 

開催場所：コラッセふくしま 

http://procomu.jp/jea2018/ 

 

☆AAPOR 73rd Annual Conference 

開催日：2018年5月16日（水）～19日（土） 

開催場所：Sheraton Denver Downtown Hotel, 

Denver, Colorado  

http://www.aapor.org/Conference-Events/Annu

al-Meeting.aspx 

 

 

会員の著書等 

 

稲葉陽二『企業不祥事はなぜ起きるのか ソーシ

ャル・キャピタルから読み解く組織風土』，中公新

書，2017年3月 

 
 

 

 

 

 

http://ibisml.org/ibis2017/
http://www.sice.or.jp/rengo60/
https://www.jpling.gr.jp/taikai/2017b/
http://jscs.jp/
http://www.sice.or.jp/org/SSI2017/
http://qol_pro.umin.jp/syukai.html
http://www.jims.gr.jp/index.php
http://cmstatistics.org/CMStatistics2017/
http://procomu.jp/jea2018/
http://www.aapor.org/Conference-Events/Annual-Meeting.aspx
http://www.aapor.org/Conference-Events/Annual-Meeting.aspx
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林知己夫（編）『社会調査ハンドブック（新装版）』，

朝倉書店，2017年4月 

 

 

岩崎学・西郷浩・田栗正章・中西寛子（共編）／

岩崎学・姫野哲人（著）『スタンダード 統計学基

礎』，培風館，2017年5月 

 

 

Takashi Inoguchi（著）Exit, Voice and Loyalty in 

Asia, Springer, 2017年6月 

 

キャロル・グラハム（著），猪口孝（訳）『人類の

幸福論』，西村書店，2017年7月 

 

 

John K. Kruschke (著) （前田和寛・小杉考司 監

訳）『ベイズ統計モデリング R, JAGS, Stanによ

るチュートリアル原著第2版』，共立出版，2017

年7月 

 

 

山田剛史・鈴木雅之（著）『SPSSによる心理統計』， 

東京図書，2017年7月 
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学会誌論文投稿先 

 学会大会で発表された研究などをできるだけ論

文として投稿して下さい．お待ちしております． 

和文誌：「行動計量学」 

〒108-8345 東京都港区三田2-15-45 

慶應義塾大学経済学部 

星野 崇宏 和文誌編集委員長宛 

E-mail: hoshino@econ.keio.ac.jp 

 

(DOI) http://dx.doi.org/10.2333/jbhmk.XX.YY 

(JOI) DN/JST.JSTAGE/jbhmk/XX.YY 

注)XX: 論文掲載の巻No. ,YY: 論文の開始ページNo. 

 

欧文誌：｢Behaviormetrika｣ 

Editorial Managerからご投稿下さい． 

https://www.editorialmanager.com/bhmk/defaul

t.aspx 

植野 真臣 欧文誌編集委員長宛 

 

(DOI) http://dx.doi.org/10.2333/bhmk.XX.YY 

注)XX: 論文掲載の巻No. ,YY: 論文の開始ページNo.  

(ISSN)0385-7417（print version） 

(ISSN)1349-6964 （electronic version） 

 

 

 

既刊論文の電子化に伴う著作権委譲手続きについて 

日本行動計量学会では，独立行政法人科学技術

振興機構（以下，JST）の支援を受け，本学会欧

文誌「Behaviormetrika」および和文誌「行動計

量学」に掲載された論文記事を創刊号（1974 年）

に遡って電子化し，JST で運用している電子アー

カイブサイト J-STAGEにて全文公開（無償での公

開）しております．電子アーカイブ化・公開には，

創刊号からの掲載論文の著作権行使（全文電子公

開）同意を論文著者から得る必要があります．1999

年の総会以降刊行された論文については，著作権

は日本行動計量学会に帰属するよう規定が明確に

定められましたが，それ以前に掲載された記事等

の著作権は，明確に定められておりませんでした．

電子化し公開するに当たっては，各論文の著者全

員に，本学会への著作権委譲についての文面をお

送りし，多くの著者のご了解をいただきました．

現在までにお返事をいただいていない著者の論文

は，本来は著者からの権利委譲を待つべきですが，

「行動計量学」「Behaviormetrika」それぞれ全体

の研究上の利便性，研究者の利用の便宜等を考え

て，すでに電子化公開しております．著作権委譲

についてお返事をいただいていない著者で，電子

化し公開することが不都合とお考えの方は，和文

誌，欧文誌それぞれの編集委員会までご連絡下さ

るようお願いいたします．公開を中止するなど，

学会として誠意をもって対応いたします．  

なお，著作権委譲について行いました手続き等

は会報123号（2009年）に掲載され，学会のWEB

ページの「学会誌」の「著作権規定」の欄 

http://www.bsj.gr.jp/journal/copyright.html 

に掲載されていますのでご参照下さい． 

 また，「Behaviormetrika」は，2017年1月発

行の Volume 44, Number 1 よりシュプリンガ

ー・ジャパン社からの出版になりました．これに

伴ってVolume 44, Number 1以降はシュプリン

ガー・ジャパン社のWeb siteにおいて公開されま

す（非会員には有償）．Volume 43, Number 2以

前に掲載された論文は，従来通り JSTで運用して

いる電子アーカイブサイト J-STAGE にて全文公

開されます． 

 

 

 

http://dx.doi.org/10.2333/jbhmk.XX.YY
http://dx.doi.org/10.2333/bhmk.XX.YY
http://www.bsj.gr.jp/journal/copyright.html


 

 

 

日本行動計量学会会報 第 154 号                                 2017 年 9月 1 日 

12 

 

ご連絡 

日本行動計量学会会員数（2017年 8月 1日現在） 

正会員       ： 762 名 （海外 7 含む） 

準会員       ： 68 名  

名誉会員      ： 17 名  

賛助会員      ： 22 社  

シニア会員     ： 34 名  

計         ： 903 名  

学会誌等寄贈先 ： 5 件  

 

入会手続き 

 学会では新入会員を広く募っています．詳

しくは，下記までお問い合わせ下さい． 

〒162-0801 東京都新宿区山吹町 358-5  

アカデミーセンター 

日本行動計量学会 会員業務担当 担当：岸 

E-mail: bsj-post@bunken.co.jp 

Tel. 03-5389-6209 Fax. 03-3368-2822 

 

会員向けメーリングリストの登録・変更・削除 

 本会では，会員向けメーリングリストに登

録されたアドレスにメールニュースを配信し

ています．こちらへメールアドレスを新規登

録，変更，削除（メールニュースの配信停止）

される場合は，ご自身で，「会員向けメーリン

グリスト：登録・サービスの詳細」のページ 

http://www.bsj.gr.jp/member/ml.html 

に接続して，そこの指示にしたがって，マイ

ページにログインして作業を行って下さい．

よろしくお願いします． 

（注意）2013 年 12 月中旬より配信システム

が変更されています． 

 

マイページへのログイン 

 マイページへは，＜会員番号＞と＜個人用

のパスワード＞を使用してログインします． 

 

 

 

会員専用ページへのアクセス 

 学会 Web ページの「会員のみなさまへ」の

会報の「最新版」，「バックナンバー」および

「過去のメーリングリストアーカイブ」（過去

のメールニュース）のページにアクセスする

際には，以下のユーザー名とパスワードの入

力が必要となります． 

ユーザー名：bsj  

パスワード：1973 

 

求人情報の掲載について 

 大学及びそれに準じた組織（国立研究機関

等）の教員公募などの求人情報および賛助会

員企業・団体の求人情報は，ご依頼に応じて

会報やメールニュースの記事としての掲載お

よび学会ホームページからのリンクを行って

います． 

 ただし，会員が所属する企業・団体であっ

ても，当該企業が非会員の場合，かつ大学及

びそれに準じた組織（国立研究機関等）でな

い場合には，求人情報を記事として配信する

ことはできません．配信を希望される場合に

は，事前に賛助会員になって頂く必要があり

ます． 

会報の広告欄への出稿（有料）については，

賛助会員であるかどうかにかかわらず，また

求人広告かどうかにかかわらず，お引き受け

しています．後述する方法でお申し込み下さ

い． 

 

会報の広告欄への出稿について 

会報の広告欄へ出稿（有料）される広告は，

以下で受け付けています．ただし，広告は，

学会の目的に沿うものである必要があります． 

〒162-0801 東京都新宿区山吹町 358-5 

アカデミーセンター 

日本行動計量学会 会員業務担当 担当：岸 

E-mail: bsj-post@bunken.co.jp 

Tel. 03-5389-6209 Fax. 03-3368-2822 

 

http://www.bsj.gr.jp/member/ml.html
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会報原稿募集 

広報委員会では，会員の方が最近発行され

た著書(会報発行日に出版後 2 年を経過しな

いもの)や，会員に関係があると思われるシン

ポジウム，セミナー，公募情報(賛助会員企業

の求人情報も含む)などの情報を含め，会員の

皆様から原稿を募集しております．広報依頼

の受付のページ 

http://www.bsj.gr.jp/prrequest/index.html 

から情報をお寄せ下さい．なお，2011 年度に，

日本行動計量学会では「杉山明子賞（出版賞）」

が創設されました．出版賞は，過去 3 年程度

の間に会員によって刊行された優れた図書の

著者・訳者が対象となっています．本会報の

「会員の著書等」の紹介コーナーは，会員の

方々が著書等を出版されたことをアピールで

きる数少ない場であると思いますので，優れ

た書籍の推薦や情報などをお寄せ下さいます

ようお願いいたします．なお，会員の方がご

自身で出版された著書についてご連絡いただ

く際には，書誌情報とともに(出版社から入手

した)書影を後日お送りいただきますので，ご

準備下さい． 

編集の都合上，発行月（3，6，9，12）の

前々月の末日まで（次号 155 号の場合には 10

月末日）にお寄せいただければ，直近号に掲

載することが可能です．それ以降に届いたも

のにつきましては，内容を判断した上で，次

号に回させていただきますのでよろしくお願

い申しあげます． 

不明な点などございましたら，上述の広報

依頼の受付のページよりお問い合わせ下さい． 

※記事としての求人情報の掲載および広告の

掲載は，学会の目的に沿ったものに限りま

す． 

 

 

 

 

 

 

編集後記 

今号に寄稿いただいた皆様におかれまし

ては，紙面を借りて，お礼申し上げます．お

忙しいところ，ありがとうございました． 

今後も，これまでと同様に皆様からのご意

見をお伺いしながら，皆様のお役に立てるよ

うな魅力ある充実した会報となるように努め

ていきたいと考えております．ご意見，ご要

望，その他会報に掲載すべきと思われる情報

などございましたら広報依頼の受付のページ 

http://www.bsj.gr.jp/prrequest/index.html 

より，ご連絡下さいますようお願い申し上げ

ます． 

(おざき こうけん，尾崎 幸謙) 
 

題字：林知己夫 

 

広報委員会委員長：中山厚穂 

会報作成担当： 尾崎幸謙，阿部貴人，上野雄史，

宇佐美慧，江口幸治，川端一光，

木村邦博，清水裕士，鶴見裕之，

朴堯星，藤田泰昌，山本倫生 

相談役：松本渉 

 

 

http://www.bsj.gr.jp/prrequest/index.html
http://www.bsj.gr.jp/prrequest/index.html

